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ス
タ
デ
ィ
ガ
イ
ド
（
学
習
指
導
書
）
に
つ
い
て

　
こ
の
ス
タ
デ
ィ
ガ
イ
ド
（
学
習
指
導
書
）
は
「
文
学
」
を
履
修
す
る
に
あ
た
り
、

指
定
市
販
本
教
科
書
『
和
歌
と
は
何
か
』（
岩
波
書
店
）
を
本
学
通
信
教
育
課
程
で

学
習
す
る
際
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
指
定
市
販
本
教
科
書
で
学
習
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
ス
タ

デ
ィ
ガ
イ
ド
（
学
習
指
導
書
）
を
大
い
に
活
用
し
て
学
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

法
政
大
学
通
信
教
育
部
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学
習
指
導
書
の
使
い
方

　

一
般
科
目
「
文
学
」
で
は
、
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
主
要
な
分
野
の
一
つ
で
あ
る
和
歌
に
つ
い
て
学
習
し
ま

す
。
本
科
目
で
は
、
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
主
要
な
修
辞
技
法
や
和
歌
の
文
学
史
的
展
開
を
理
解
し
て
、
和
歌
を
鑑

賞
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
他
者
の
論
考
を
読
ん
で
そ
の
内
容
を
正
確
に
理
解
す
る

力
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
指
定
市
販
教
科
書
『
和
歌
と
は
何
か
』（
岩
波
書
店　

二

〇
〇
九
年
）
を
熟
読
し
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
学
習
指
導
書
は
、
通
信
教
育
部
の
学
生
を
対
象
と
し
た
学
習
の
進
め
方
の
説
明
書
で
す
。
一
人
で
学
ぶ
人

に
向
け
て
、
指
定
市
販
教
科
書
の
活
用
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
指
定
市
販
教
科
書
を
読
む
際
に
は
、
本
書
を
あ

わ
せ
て
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
わ
か
り
や
す
さ
を
心
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ポ
ー
ト
作
成
の
際
に
留
意
す
べ

き
点
に
つ
い
て
も
解
説
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
書
が
み
な
さ
ん
の
効
率
的
な
学
習
の
助
け
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
　

二
〇
二
〇
年
十
月

�

園　

明
美　
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学
習
の
進
め
方

　

一
　
指
定
市
販
教
科
書
の
使
い
方

　

指
定
市
販
教
科
書
『
和
歌
と
は
何
か
』
は
、
初
学
者
を
対
象
と
し
た
入
門
書
で
あ
り
な
が
ら
も
、
著
者
独
自
の

見
解
が
示
さ
れ
た
学
術
書
の
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
和
歌
を
は
じ
め
て
学
ぶ
人
や
、
和
歌
に
興
味
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
現
代
語
訳
し
た
も
の
を
読
ん
で
も
何
を
言
い
た
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
に
向

け
て
、「
和
歌
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
も
ス
ト
ン
と
腑
に
落
ち
る
形
で
理
解
」（
指
定

市
販
教
科
書
一
九
頁
）
で
き
る
こ
と
を
考
慮
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
指
定
市
販
教
科
書
を
読
め
ば
、
和
歌
を
読

む
に
あ
た
っ
て
ぜ
ひ
と
も
知
っ
て
お
き
た
い
基
礎
知
識
が
身
に
つ
く
と
と
も
に
、
和
歌
の
お
も
し
ろ
さ
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
文
学
に
限
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
も
不
可
欠
な
、
他
者
の
意

見
を
正
確
に
理
解
し
た
上
で
自
分
の
考
え
を
深
め
る
力
も
磨
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

指
定
市
販
教
科
書
『
和
歌
と
は
何
か
』
の
本
編
は
、「
序
章
―
和
歌
は
演
技
し
て
い
る
」「
第
Ⅰ
部　

和
歌
の
レ

ト
リ
ッ
ク
」「
第
Ⅱ
部　

行
為
と
し
て
の
和
歌
」「
終
章
―
和
歌
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
」
の
四
部
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。
序
章
で
は
、
和
歌
表
現
の
解
明
の
た
め
に
「
演
技
と
い
う
視
点
を
据
え
る
」（
指
定
市
販
教
科
書
一
八

頁
）
と
い
う
、
本
書
全
体
を
貫
く
論
点
が
示
さ
れ
、
第
Ⅰ
部
で
は
、
現
代
人
に
と
っ
て
和
歌
を
難
解
に
感
じ
る
要
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因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
和
歌
の
修
辞
技
法
（
レ
ト
リ
ッ
ク
）
の
中
か
ら
、
枕
詞
・
序
詞
・
掛
詞
・
縁
語
・
本
歌
取
り

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
第
Ⅱ
部
で
は
、
和
歌
の
文
学
史
的
展
開
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
、
贈
答
歌
・

歌
合
・
屏
風
歌
・
障
子
歌
・
柿
本
人
麻
呂
影
供
・
古
今
伝
授
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
終
章
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、「
浮
世
離
れ
し
た
み
や
び
の
世
界
と
思
わ
れ
が
ち
な
和
歌
」（
指
定
市
販
教
科
書

二
三
五
頁
）
が
長
い
間
伝
統
を
保
ち
続
け
て
き
た
の
は
、
人
間
の
生
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
結

論
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
科
目
の
も
っ
と
も
効
果
的
な
学
習
方
法
は
、
指
定
市
販
教
科
書
を
読
み
込
む
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
、『
和
歌

と
は
何
か
』
を
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
読
み
通
し
て
く
だ
さ
い
。
勿
論
、
一
度
読
ん
だ
だ
け
で
は
理
解
で
き
な

い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
何
度
も
く
り
返
し
て
読
む
こ
と
で
、
理
解
を
深

め
て
ゆ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
指
定
市
販
教
科
書
に
は
、「
主
要
人
名
索
引
」
と
「
歌
集
・
歌
論
ほ
か
、
主
要
書
名
索
引
」
が
付
い
て

い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
参
照
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

二
　
学
習
の
目
標

　

本
科
目
の
単
位
修
得
の
た
め
に
は
、
リ
ポ
ー
ト
と
単
位
修
得
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
リ
ポ
ー
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ト
と
単
位
修
得
試
験
で
は
、
学
習
目
標
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
み
な
さ
ん
が
指
定
市
販
教
科
書
に
よ
っ
て
習
得
し

た
知
識
の
定
着
度
を
は
か
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
本
科
目
の
学
習
目
標
を
示
し
て
お
き
ま
す
。

　
　

①　

和
歌
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
読
解
力
の
習
得

　
　

②　

和
歌
の
文
学
史
的
展
開
の
理
解

　
　

③　

他
者
の
論
考
の
内
容
に
つ
い
て
の
正
確
な
理
解

③
に
関
し
て
は
、
指
定
市
販
教
科
書
の
内
容
全
体
に
わ
た
っ
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
の
著
者

独
自
の
考
え
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
①
・
②
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
編
の
Ⅰ
・
Ⅱ

の
内
容
と
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
特
に
①
・
②
の
学
習
目
標
の
達
成
の
た
め
に
、
指
定
市
販
教
科
書
の
ど
の
部
分
を
読
め
ば
よ
い
の

か
を
解
説
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
③
の
学
習
目
標
の
達
成
の
た
め
に
注
意
す
べ
き
着
眼
点
に
つ
い
て
も
示
し
て
お

き
ま
す
。

　

ま
ず
、
①
の
和
歌
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
読
解
力
の
習
得
に
つ
い
て
は
、「
第
Ⅰ
部　

和
歌
の
レ
ト
リ
ッ

ク
」
を
よ
く
読
み
、
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
以
下
に
第
Ⅰ
部
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
修
辞
技
法
（
レ
ト
リ
ッ

ク
）
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
定
義
を
簡
単
に
説
明
し
た
上
で
、
③
の
他
者
の
論
考
の
内
容
に
つ
い

て
の
正
確
な
理
解
の
達
成
の
た
め
に
、
指
定
市
販
教
科
書
を
読
む
際
の
注
意
す
べ
き
着
眼
点
を
提
示
し
ま
す
。
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１　

枕
詞

　

あ
る
特
定
の
語
句
を
導
き
出
す
た
め
に
直
前
に
置
く
五
音
節
の
語
句
で
す
。
枕
詞
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
発
生
期
に
は
実
質
的
な
修
飾
語
句
や
呪
術
的
な
慣
用
句
な
ど
、
意
味
の
あ
る
言
葉
で
あ
っ
た
も
の

が
、
長
い
間
に
く
り
返
し
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
固
定
的
で
意
味
を
な
さ
な
い
言
葉
に
な
っ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

２　

序
詞

　

あ
る
語
句
を
導
き
出
す
た
め
に
直
前
に
置
く
六
音
節
以
上
の
語
句
で
す
。
語
句
を
導
き
出
す
と
い
う
点
で
は
、

枕
詞
と
同
様
の
機
能
を
持
ち
ま
す
が
、
枕
詞
が
五
音
節
の
語
句
で
あ
る
の
に
対
し
、
序
詞
は
六
音
節
以
上
の
語
句

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
枕
詞
が
固
定
的
な
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
、
序
詞
は
そ
の
都
度
作
ら
れ
る
即
興
的
な
表
現

で
あ
り
、
解
釈
の
際
に
も
、
枕
詞
は
特
定
の
意
味
を
持
た
ず
訳
す
必
要
が
な
い
の
に
対
し
、
序
詞
の
場
合
は
具
体

的
な
意
味
・
内
容
を
持
ち
、
訳
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
序
詞
は
普
通
、「
同
音
・
類
音
の
反
復
に
よ
る
も
の
」「
比

喩
に
よ
る
も
の
」「
掛
詞
に
よ
る
も
の
」
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

３　

掛
詞

　

同
音
異
義
を
利
用
し
て
、
一
つ
の
言
葉
を
二
通
り
の
意
味
に
機
能
さ
せ
る
修
辞
技
法
で
す
。
解
釈
の
際
に
は
、

二
通
り
の
意
味
を
ど
ち
ら
も
訳
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
二
通
り
の
意
味
は
漢
字
で
書
き
分
け
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ら
れ
ま
す
が
、
中
に
は
あ
る
言
葉
の
一
部
分
を
掛
詞
と
し
て
用
い
た
り
、
文
脈
の
違
い
で
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
、
漢
字
で
書
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

４　

縁
語

　

あ
る
言
葉
と
意
味
内
容
上
で
関
連
の
あ
る
言
葉
を
意
識
的
に
用
い
る
修
辞
技
法
で
す
。
序
詞
や
掛
詞
と
は
異
な

り
、
解
釈
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
が
、
掛
詞
と
の
相
関
性
が
高
く
、
掛
詞
の
一
方
が
縁
語
と
な
っ
て
い
る
事
例
も
多

く
あ
り
ま
す
。

５　

本
歌
取
り

　

す
ぐ
れ
た
古
歌
の
語
句
・
発
想
・
趣
向
な
ど
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
て
新
し
く
作
歌
す
る
修
辞
技
法
で
す
。
取

り
入
れ
ら
れ
る
古
歌
を
も
と
と
な
る
歌
の
意
で
本
歌
と
い
い
ま
す
。

　

指
定
市
販
教
科
書
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
定
義
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
の
修
辞

技
法
は
、「
音
（
声
）」
を
直
接
に
現
実
世
界
に
働
き
か
け
る
力
の
源
泉
と
し
て
「
役
割
意
識
に
満
ち
た
演
技
的
な

空
間
」（
指
定
市
販
教
科
書
一
二
六
頁
）
で
あ
る
儀
礼
的
空
間
を
生
み
出
す
も
の
だ
と
い
う
独
自
の
見
解
を
提
示
し

て
ゆ
き
ま
す
。
論
証
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
具
体
例
を
挙
げ
、
時
に
ク
イ
ズ
形
式
や
図
な
ど
も
用
い
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
著
者
の
独
自
の
見
解
を
正
確
に
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
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次
に
、
②
の
和
歌
の
文
学
史
的
展
開
の
理
解
に
つ
い
て
は
、「
第
Ⅱ
部　

行
為
と
し
て
の
和
歌
」
を
よ
く
読
み
、

理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
も
、
以
下
に
第
Ⅱ
部
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
つ
い
て
、
一
般
的

に
い
わ
れ
て
い
る
定
義
を
簡
単
に
説
明
し
た
上
で
、
③
の
他
者
の
論
考
の
内
容
に
つ
い
て
の
正
確
な
理
解
の
達
成

の
た
め
に
、
指
定
市
販
教
科
書
を
読
む
際
の
注
意
す
べ
き
着
眼
点
を
提
示
し
ま
す
。

１　

贈
答
歌

　

二
人
の
人
間
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
歌
の
こ
と
で
す
。
贈
ら
れ
た
歌
を
贈
歌
、
こ
れ
に
答
え
る
返
事
の
歌
を

返
歌
と
呼
び
ま
す
。
基
本
的
に
、
返
歌
は
贈
歌
の
中
に
あ
る
言
葉
を
い
く
つ
か
用
い
て
詠
ま
れ
ま
す
。

２　

歌
合

　

歌
人
を
左
右
の
組
に
分
け
、
一
定
の
題
で
双
方
か
ら
出
し
た
歌
を
順
次
披
露
し
合
っ
て
一
番
ご
と
に
優
劣
を
競

う
催
し
の
こ
と
で
す
。
左
右
に
分
か
れ
る
参
加
者
を
方
人
（
か
た
う
ど
）、
優
劣
の
判
定
を
下
す
人
を
判
者
、
そ

の
判
定
を
判
（
は
ん
）
と
い
い
ま
す
。

３　

屏
風
歌
・
障
子
歌

　

屏
風
や
障
子
に
描
か
れ
た
絵
の
主
題
に
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
歌
の
こ
と
で
、
屏
風
や
障
子
に
貼
っ
た
り
描
い
た
り
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し
た
色
紙
形
に
書
か
れ
ま
す
。
絵
の
多
く
は
四
季
の
景
物
や
行
事
、
名
所
な
ど
を
描
い
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

４　

柿
本
人
麻
呂
影
供

　

柿
本
人
麻
呂
を
歌
聖
と
し
て
祀
り
、
和
歌
を
献
じ
て
供
養
す
る
歌
会
の
こ
と
で
す
。
平
安
時
代
末
期
か
ら
行
わ

れ
、
人
丸
供
養
・
人
丸
供
な
ど
と
も
い
い
ま
し
た
。

５　

古
今
伝
授

　
『
古
今
和
歌
集
』
の
難
解
な
歌
や
語
句
に
つ
い
て
の
解
説
を
秘
伝
と
し
て
、
師
か
ら
弟
子
へ
伝
え
授
け
る
こ
と

で
す
。
平
安
末
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
室
町
時
代
に
は
い
っ
て
形
式
が
整
え
ら
れ
て
本
格
化
し
ま

し
た
。

　

第
Ⅱ
部
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
古
代
か
ら
中
世
に
至
る
和
歌
史
の
重
要
事
項
で
す
。
指
定

市
販
教
科
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
形
式
や
構
成
に
つ
い
て
の
解
説
を
行
い
つ
つ
、「
現
実
の
場
か
ら
和
歌
を
見
た
ら

ど
う
な
る
の
か
」（
指
定
市
販
教
科
書
一
四
〇
頁
）
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
Ⅱ
部
で
取
り
上
げ
た
各
事
項
を
「
現
実

の
儀
礼
的
空
間
」（
同
上
）
と
位
置
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
が
持
つ
意
味
を
考
察
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
ま

た
、
本
文
の
内
容
を
熟
読
す
る
こ
と
で
、
著
者
の
考
え
を
正
確
に
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

�
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発
展
学
習
の
す
す
め

　

指
定
市
販
教
科
書
『
和
歌
と
は
何
か
』
を
通
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
な
さ
ん
は
、
和
歌
の
修
辞
技
法
（
レ

ト
リ
ッ
ク
）
や
文
学
史
的
展
開
に
関
す
る
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、
著
者
独
自
の
見
解
を
理
解
す
る
力
を
習
得
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
過
程
で
、
著
者
の
見
解
に
対
す
る
自
己
の
評
価
や
、
著
者
の
見
解
に
触
発
さ
れ
て
自
分

独
自
の
考
え
が
芽
生
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
和
歌
や
歌
人
や
事
項
を
知
り
た
い
、
指
定
市
販
教
科
書
以
外
の
論
考
を
読
ん

で
み
た
い
と
思
っ
た
人
に
は
、
さ
ら
に
次
の
段
階
の
学
習
に
進
む
た
め
の
助
け
に
な
る
よ
う
、
参
考
文
献
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。
勿
論
、
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
か
ら
、
発
展
的
学
習
の
手
が
か
り
と
な

る
、
基
本
的
な
文
献
の
紹
介
に
と
ど
め
ま
す
。

　

な
お
、
論
文
を
探
し
た
い
場
合
は
、CiN

ii
・
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
）
な
ど
の
サ
イ
ト
で
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
一
）
辞
書
類

　

一�

伊
藤
嘉
夫
編
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
明
治
書
院　

一
九
六
二
年

　

一�

有
吉
保
編
『
和
歌
文
学
辞
典
』
桜
楓
社　

一
九
八
二
年
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一�

犬
養
廉
編
『
和
歌
大
辞
典
』
明
治
書
院　

一
九
八
六
年

　

一�

片
桐
洋
一
編
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』
笠
間
書
院　

一
九
九
九
年

　

一�
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
角
川
書
店　

一
九
九
九
年

　

一�
井
上
宗
雄
・
武
川
忠
一
編
『
新
編
和
歌
の
解
釈
と
鑑
賞
事
典
』
笠
間
書
院　

一
九
九
九
年

　

一�

『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
編
集
委
員
会
編
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
〇
一
四
年

（
二
）
作
品

　

一�

『
新
編
国
歌
大
観
』
角
川
書
店

　

一�

『
私
歌
集
大
成
』
明
治
書
院

　

一�

小
学
館　

日
本
古
典
文
学
全
集

　

一�

小
学
館　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

　

一�

岩
波
書
店　

日
本
古
典
文
学
大
系

　

一�

岩
波
書
店　

新
日
本
古
典
文
学
大
系

　

一�

新
潮
社　

新
潮
日
本
古
典
集
成

　

一�

上
野
洋
三
編
『
近
世
和
歌
撰
集
集
成
』
明
治
書
院

　

一�

久
保
田
淳
監
修
『
和
歌
文
学
大
系
』
明
治
書
院

　

一�

風
間
書
房　

私
家
集
全
釈
叢
書
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一�

貴
重
本
刊
行
会　

私
家
集
注
釈
叢
刊

（
三
）
論
考

　

一�
和
歌
文
学
会
編
『
和
歌
文
学
の
世
界
』
笠
間
書
院

　

一�
和
歌
文
学
会
編
『
和
歌
文
学
講
座
』�

桜
楓
社

　

一�

『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選
』
笠
間
書
院

　
　
　
（
付
）
一
般
科
目
「
文
学
」・
リ
ポ
ー
ト
答
案
作
成
の
ル
ー
ル

　

一
般
科
目
「
文
学
」
の
単
位
修
得
の
た
め
に
は
、
リ
ポ
ー
ト
と
単
位
修
得
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
習
内
容
を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
内

容
以
前
に
形
式
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
大
幅
に
減
点
せ
ざ
る
を
得
な
い
リ
ポ
ー
ト
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
、
リ
ポ
ー
ト
答
案
作
成
に
あ
た
っ
て
注
意
す
べ
き
点
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

一
、
提
出
条
件
を
厳
守
す
る

　
「
設
題
総
覧
」
に
は
、
リ
ポ
ー
ト
提
出
の
条
件
を
明
示
し
て
い
ま
す
。
リ
ポ
ー
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
本
科
目
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
指
定
の
リ
ポ
ー
ト
ノ
ー
ト
（
原
稿
用
紙
形
式
）
に
、
手
書
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き
・
縦
書
き
で
作
成
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
形
式
に
は
ず
れ
た
も
の
は
、
採
点
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
字
数
に
つ
い
て
も
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。
リ
ポ
ー
ト
ノ
ー
ト
の
場
合
は
、「
講
評
」
の
前
の
ペ
ー
ジ

ま
で
に
収
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
一
マ
ス
で
も
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
は
、
や
は
り
採
点
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
ス
外
に
は
み
出
す
、
別
紙
を
張
っ
て
そ
れ
に
記
入
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と

も
不
可
で
す
。

二
、
文
体
に
注
意
す
る

　

論
文
・
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
基
本
的
に
常
体
（
～
だ
・
で
あ
る
調
）
を
用
い
ま
す
。
敬
体
（
～
で
す
・
ま
す
調
）

は
用
い
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
中
に
は
、
常
体
・
敬
体
が
混
在
し
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
常
体
で
統
一
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
引
用
す
る
参
考
文
献
が
敬
体
で
書
か
れ
て
い
る
場
合

は
、
原
文
の
ま
ま
で
引
用
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

三
、
完
成
原
稿
を
提
出
す
る

　

間
違
え
た
箇
所
を
修
正
す
る
場
合
は
、
修
正
液
等
を
用
い
て
直
し
て
く
だ
さ
い
。
時
折
、
間
違
え
た
部
分
を
塗

り
つ
ぶ
し
た
り
取
り
消
し
線
を
引
い
た
り
し
て
、
横
に
書
き
込
ん
で
い
る
も
の
を
目
に
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

形
の
も
の
は
推
敲
中
の
も
の
と
見
な
さ
れ
、
完
成
原
稿
と
し
て
採
点
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
挿
入
記

号
を
用
い
て
言
葉
を
後
か
ら
書
き
込
む
の
も
同
様
で
す
。
必
ず
、
完
成
原
稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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四
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
注
意
す
る

　

リ
ポ
ー
ト
ノ
ー
ト
は
原
稿
用
紙
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
稿
用
紙
に
は
、
使
い
方
に
一
定
の
決
ま
り
が
あ
り

ま
す
。
リ
ポ
ー
ト
の
採
点
の
際
に
、
特
に
目
立
っ
た
誤
り
に
つ
い
て
、
注
意
す
べ
き
点
を
示
し
て
お
き
ま
す
。

　

①
　
段
落
の
は
じ
め
は
一
文
字
空
け
る

　

段
落
と
は
、
意
味
的
な
つ
な
が
り
の
あ
る
、
内
容
が
ま
と
ま
っ
た
い
く
つ
か
の
文
の
集
ま
り
を
い
い
ま
す
。
段

落
の
は
じ
め
は
、
必
ず
一
文
字
空
け
ま
す
。
忘
れ
が
ち
な
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
一
文
ご
と
に
改
行
し
、

一
文
字
空
け
る
の
は
誤
り
で
す
。

　

②
　
無
意
味
に
空
白
を
入
れ
な
い

　

引
用
文
の
前
後
や
、
段
落
と
段
落
の
間
を
一
行
空
け
る
事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
紙
数
も
限

ら
れ
た
短
い
リ
ポ
ー
ト
な
の
で
、
無
意
味
な
空
白
を
作
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

③
　
一
マ
ス
一
文
字
を
厳
守
す
る

　

漢
字
や
仮
名
の
み
な
ら
ず
、
句
読
点
や
括
弧
（（　
　

））、
カ
ギ
括
弧
（「　
　

」）
な
ど
の
記
号
も
、
す
べ
て

一
マ
ス
に
一
文
字
（
一
記
号
）
を
記
入
し
ま
す
。
な
お
、
句
読
点
や
閉
じ
記
号
（　

）、」
な
ど
）
が
行
頭
に
き
て
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し
ま
う
場
合
は
、
前
の
行
の
最
後
の
マ
ス
の
中
に
入
れ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

五
、
引
用
方
法
に
注
意
す
る

　

リ
ポ
ー
ト
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
参
考
文
献
を
参
照
し
、
本
文
中
に
そ
の
文
献
の
一
部
を
そ
の

ま
ま
引
用
し
た
り
、
文
献
に
示
さ
れ
た
見
解
を
要
約
し
て
示
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
引
用
す
る
際
の
注
意
点
を
示
し
て
お
き
ま
す
。

　

①
　
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
示
す

　

参
考
文
献
の
内
容
を
、
自
分
の
考
え
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
く
と
「
剽
窃
（
＝
盗
作
）」
と
見
な
さ
れ
て
し
ま

う
で
の
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
引
用
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
書
き
方
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
、
引
用
し
た
部
分
は
段
落
を
変
え
、
他
の
部
分
よ
り
も
二
字
分
下
げ
て
示
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
短
い
引
用
の
場
合
は
、「　
　
　

」
で
く
く
っ
て
示
し
ま
す
。
な
お
、
著
者
の
考
え
を
要
約
し
て
示
す
場

合
は
、「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
○
○
氏
は
△
△
△
△
△
△
△
と
捉
え
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
が
」
の
よ

う
に
、
他
者
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

引
用
に
し
ろ
、
要
約
に
し
ろ
、
参
照
し
た
部
分
に
は
注
を
つ
け
て
、
リ
ポ
ー
ト
の
最
後
に
出
典
を
明
示
し
ま

し
ょ
う
。
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②
　
引
用
の
出
典
を
明
示
す
る

　

ど
の
よ
う
な
著
書
ま
た
は
論
文
か
ら
の
引
用
な
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
出
典
の
示
し
方
は
、
参

考
文
献
が
著
書
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
に
示
し
ま
す
。

　
　

著
者
名
『
書
名
』（
出
版
社
名
　
出
版
年
）

署
名
・
作
品
名
は
二
重
カ
ギ
括
弧
（『　
　

』）
で
く
く
り
ま
す
。
な
お
、
共
著
の
場
合
は
、
著
者
が
二
人
ま
で
な

ら
並
記
し
、
三
人
以
上
の
場
合
は
、
最
初
の
一
人
の
名
前
だ
け　

書
い
て
「
○
○
他
」
と
し
て
お
き
ま
す
。

　

ま
た
、
参
考
文
献
が
論
文
の
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
に
示
し
ま
す
。

　
　

著
者
名
「
論
文
名
」（『
所
収
書
誌
名
』
号
数
　
発
行
行
年
月
）

論
文
の
題
名
は
、
カ
ギ
括
弧
（「　
　

」）
で
く
く
り
ま
す
。
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